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　エネルギー・原材料価格高騰の影響を踏まえ、中小企業等が経済社会活動の変化に対応するために行う新た
な商品開発やサービスの提供の取組であって、地域の課題解決に資するもの、またはDXや脱炭素、省人化・省
力化等に関する前向きなチャレンジを支援します。

地域課題解決型
重点課題解決型

DX・GX枠 生産性向上枠

補助対象事業

新たな商品・サービスの開発
や新たな販売・提供方法へ
の転換等の取組であって、地
域の課題解決に資する取組

「DX」や「温室効果ガスの削
減」に資する製品・サービ
スの開発や生産プロセスや
サービス提供方法の改善等
の新たな取組

製品・サービスの生産・提供プ
ロセスにおいて人による作業に
依存する業務を機械・システム
で代替することなどにより省人
化・省力化を図る取組

補助対象者 新潟県内中小企業 新潟県内中小企業 新潟県内中小企業

売上減少
要件 有り 無し 有り

補助率 １/２以内 ２/３以内 １/２以内

補助額 10万～100万円 13万３千円～133万３千円 10万～100万円

補助対象経費 機械装置等費、開発費、展示会出展費、広報費、外注費

申請期間 令和６年４月22日（月）～６月７日（金）

申請書
提出先 新潟商工会議所または最寄りの商工会・商工会議所

※‌�売上減少要件：2022年１月以降の任意の１か月の売上高、粗利益、付加価値額のいずれかが、2019～2021
年の同月と比較して５％（付加価値額の場合は10％）以上減少していること
※申請する事業と同一の事業や機械装置等について、国及び県の他の補助金との併用はできません。
※同一事業者からの申請は１件に限り、同時申請もできません。
【補助金全般に関するお問合せ】新事業チャレンジ補助金 事務局　TEL：0570-783736
【申請に向けた事業計画作成に関するお問合せ】新潟商工会議所中小企業振興部　TEL：025-290-4212

エネルギー料金等の影響を受けた県内中小企業等の新たなチャレンジを応援します！
R6年度新潟県新事業チャレンジ補助金のご案内

信頼される技術集団として、
社会やお客様と価値共創型企業をめざします。

地域課題解決 IT・ICT

株式会社BSNアイネット 〒950-0916 Tel : 025-243-0211新潟県新潟市中央区米山2-5-1

新潟中央支社
新潟市中央区万代

商工会議所保険制度 担当保険会社

制度概要は↓

新潟市中央区学校町通2番町598番地32
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新潟商工会議所 早期景気観測調査結果　４月分調査

景気動向（前年同月比）全産業ＤＩ値 （2023年４月～2024年４月）

【４月の概要】
　直近の景況感を示すDI値は、「採算」で6.9ポイント、「業況」で7.8ポイントの悪化。「仕入単価」も4.2ポイ
ントの悪化を示しており、５指標中３指標で悪化。先行き見通しを示すDI値でも、５指標中４指標で悪化を
示し、なかでも「売上」で7.9ポイント、「従業員」で9.4ポイントの大幅な悪化。
　コメントでは、北陸応援割による好影響や新潟駅リニューアルに期待を寄せる声が聞かれた一方、物価高や
人手不足に悩む声が多く、依然として厳しい状況が続く。
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全産業平均DI値 向こう３か月間の先行き見通しDI値
売上（受注・出荷） 採算 業況 仕入単価 従業員 売上（受注・出荷） 採算 業況 仕入単価 従業員

２
　
月
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4.9 6.9 4.9 ▲67.2 36.3 15.7 6.9 5.9 ▲47.1 30.4

４
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4.9 0.0 ▲2.9 ▲71.4 35.9 7.8 1.0 3.9 ▲44.7 39.8
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建 設 業
新潟駅及びにいがた２kmに関する経済効果はこれから出てくると思う。今年度の受注増加に期待したい。（設備工事）
新卒採用、特に技術系は極めて売り手市場であり、採用活動に苦労している。（ゼネコン）

製 造 業
物価高、資材の高騰など、越えるべき問題は山積みではある。（印刷）
先の見通しは見えないが、こういう時に若手をしっかり育てていきたい。（板金・溶接）

卸 売 業 2024年問題により物流が合理化され、遠方の産地の商品が集荷しづらい傾向となることが懸念される。（青果）

小 売 業 ウクライナ情勢の長期化や中東情勢の悪化、円安基調の経済情勢を背景に、商品仕入価格の高騰は続いている。（ホームセンター）

サービス業
「北陸応援割」の効果が非常に大きく、例年にないほど好調で推移している。（ホテル）
昨年度は全国でタクシー事業者の倒産が最も多い年となった。多くの場面で最速最良の経営判断が必要となってくる。（タクシー）
新入社員の採用は当初計画よりも少なかった。通年中途採用を行っていくが、先行きは不透明感が否めない。（警備）


